
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：2月23日(金・祝) 午後2時 (開場1時30分)   

出 演：小池 彩夏(ヴァイオリン) 

物井 彩(ピアノ) 

 

 

 

入場料：2500円(予約) 3000円(当日) 

井
筒
屋
だ
よ
り 

（１）井筒屋だより 第 40 号（令和 6 年 2月） 回 覧 

春
が
待
ち
遠
し
い

季
節
、
恒
例
の
「
笠
間

の
ひ
な
ま
つ
り 

桃

宴
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
市
内
の
各
所
で
笠

間
焼
の
作
家
さ
ん
に

よ
る
陶
雛
を
展
示
、
販

売
す
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
も
、
今
年
で
24

回

目
。
笠
間
に
春
の
訪
れ

を
い
ち
早
く
知
ら
せ

井
筒
屋
で
春
を
感
じ
よ
う 

桃
宴
開
催
中
、
新
商
品
も
販
売 

る
催
し
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。 

井
筒
屋
で
は
、
陶
雛

の
ほ
か
、
ち
り
め
ん
の

つ
る
し
雛
な
ど
を
展

示
中
。
春
の
あ
た
た
か

さ
が
感
じ
ら
れ
る
装

い
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
３
月
３
日

ま
で
開
催
。 

 

 

井
筒
屋
１
階
の
物
販

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
１
月

か
ら
、
一
部
の
商
品
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
青
木

涼
歩
さ
ん
、
折
居
怪
雨

さ
ん
、
刺
し
子
の
櫟
さ

ん
の
３
名
の
作
家
さ

ん
の
作
品
を
取
り
揃

第
四
十
号 

令
和
六
年 

二
月
号 

かさま歴史交流館井筒屋 笠間市笠間 987 電話 0296-71-8118 

開館時間 午前 9 時～午後９時 月曜日休館(月曜日が祝日のときは火曜日が休館となります) 

～このお便りでは、井筒屋の日々の様子やイベントの開催予定等をお知らせしています～ 

2～３月のイベント 

え
ま
し
た
。 

刺
繍
ス
ト
ラ
ッ
プ
や

巾
着
、
磁
器
の
ピ
ア

ス
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
刺

し
子
の
ポ
ー
チ
・
和
布

の
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
、
ど

れ
も
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
ぴ
っ
た
り
の
作

品
。
ぜ
ひ
、
手
に
取
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

販
売
期
間
は
３
月
末

ま
で
で
す
。 

桃宴コラボ 山山井筒屋ボサノバライブ 

音符のような笠間の山々を
イメージしながら、クラシ
ックの名曲を演奏します。 

刺し子のポーチとがま口 

 

 

日 時：3月10日(日) 午後5時 (開場4時30分)   

出 演：小林 萌里(ピアノ) 

 

 

 

 

入場料：2000 円(マテ茶とお菓子付き) 

 

 

日 時：2月25日(日) 午後2時 (開場1時30分)   

出 演：山口 由美(ボーカル) 

    山口 コージ(ピアノ) 

 

 

 

入場料：2000円(1ドリンク付) 

バイオリンとピアノのコンサート 
～ミュージックアルプス in笠間～ 

笠間の陶雛まつり「桃宴」コラボライ
ブ。癒しのボサノバ・ジャズテイスト
の歌謡曲などお楽しみください。 

アルゼンチン報告会 at 井筒屋 

 

ピアノ演奏とスライド上映会。
コスキンフェスティバルとアル
ゼンチン滞在の様子をお伝えし
ます。 

 

 

日 時：3月12日(火) 午前10時 (受付9時30分)   

講 師：南秀利(笠間市文化財保護審議会会長) 

 

 

料 金：300 円 

定 員：36 名(先着順) 

申し込み：２月1日(木)より電話にて予約を開始 

井筒屋歴史講座 笠間時朝 
その信仰と造仏及び和歌 

 

笠間時朝の信仰造仏及び和歌を
詳しく解説します。 

作
家
物
を
販
売 

刺繍ストラップ 

陶
雛
を
展
示
し
て
ま
す 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【井筒屋ニュース】 

井筒屋だより 第 40 号（令和 6 年２月） （２） 

 

西
念
寺
の
「
ぬ
く
め
鳥
」
の
記 
歴
史
こ
ら
む 

【
後
記
】 

新
年
早
々
、
大
変
な
出

来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
回
被
災
し
た
能
登
町

に
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し

た
力
士
で
、
６
代
目
横
綱

の
阿
武
松
緑
之
助
（
お
う

の
ま
つ
み
ど
り
の
す
け
）

の
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。

高
さ
４
．
５
メ
ー
ト
ル
、
幅

２
．
４
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

な
石
碑
で
す
が
、
地
震
の

被
害
を
受
け
ず
に
、
し
っ

か
り
と
無
傷
で
立
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。「
さ
す
が
横

綱
、
あ
の
地
震
で
、
び
く
と

も
し
な
か
っ
た
。
私
た
ち

も
負
け
ず
に
踏
ん
張
り
た

い
」
と
地
元
の
人
が
話
し

て
い
ま
し
た
。 

昔
の
人
の
石
碑
が
、
今

の
人
に
力
を
与
え
る
こ
と

も
あ
る
も
の
だ
な
と
感
心

し
ま
す
。
私
た
ち
も
、
何
か

で
き
る
こ
と
を
探
っ
て
い

こ
う
と
強
く
思
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

（
雄
） 

２
月
の
和
名
「
如
月
」
は
、

「
衣
更
着
（
き
さ
ら
ぎ
）
」
が

転
じ
た
と
い
う
由
来
が
あ

り
、
厳
し
い
寒
さ
に
備
え
重

ね
着
を
す
る
季
節
だ
。 

 

ぬ
く
め
鳥
と
は
、
冬
の
寒

い
と
き
に
鷹
な
ど
の
猛
禽
類

が
小
鳥
を
捕
ま
え
て
、
足
を

温
め
、
役
目
が
終
わ
っ
た
後

に
は
そ
の
小
鳥
を
食
べ
る
こ

と
な
く
離
す
と
い
う
。
冬
の

季
語
で
も
あ
る
。 

 

笠
間
市
稲
田
の
浄
土
真
宗

別
格
本
山
の
西
念
寺
は
、
親

鸞
が
約
20

年
住
ん
だ
と
こ

ろ
で
、
そ
の
境
内
に
「
ぬ
く
め

鳥
」
の
記
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。 

 

笠
間
藩
主
牧
野
貞
喜
の
時

代
。
江
戸
時
代
の
三
大
飢
饉

の
ひ
と
つ
、
天
明
の
飢
饉
で
、

笠
間
藩
も
大
変
な
苦
境
に
な

り
、
西
念
寺
の
当
時
の
住
職

良
水
は
、
北
陸
の
浄
土
真
宗

の
信
徒
を
笠
間
の
地
に
入
百

姓
と
し
て
招
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
入
百
姓
引
き
戻
し
の
た

コロナの自粛が無くなって初めてのお正月、笠間稲荷
は大勢の人でにぎわいました。恒例の猿回しも大盛況
でした。 

め
の
調
査
が
加
賀
藩
で
始
ま

り
、
牧
野
藩
主
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
、
入
百
姓

の
責
任
は
す
べ
て
良
水
個
人

に
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
心
配

な
く
開
拓
に
励
む
よ
う
説
得

し
て
動
揺
を
静
め
、
入
植
に

関
す
る
書
類
を
焼
却
し
た
上

で
自
決
し
た―

―

。
と
い
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

記
の
最
後
に
、
牧
野
貞
喜
の

句
「
風
冴
ゆ
る 

夜
は
ま
た

春
の 

ぬ
く
め
鳥
」
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
な
ぜ
「
ぬ
く
め
鳥
」
な
の
か

は
、
様
々
な
解
釈
が
あ
る
。
皆

様
は
ど
う
感
じ
る
か
、
如
月

に
西
念
寺
を
訪
ね
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
（
尚
） 

中
世
の
城
の
魅
力
堪
能 

コロナ明けのお正月 

門前通りに賑わい! 猿回しも盛況 

茨
城
県
内
の
中
世
の
城

跡
に
つ
い
て
の
発
掘
。
研
究

成
果
を
発
表
す
る
「
茨
城
城

郭
サ
ミ
ッ
ト―

県
央
・
県
西

２
月
10
日
に 

城
郭
サ
ミ
ッ
ト 

編―

」
が
２
月
10
日
、
12

時
30
分
よ
り
、
笠
間
公
民

館
で
開
か
れ
ま
す
。 

県
内
に
は
、
中
世
の
城
館

跡
が
１
１
３
５
カ
所
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
笠
間
城
を
始

め
、
県
央
か
ら
県
西
の
城
館

跡
に
つ
い
て
の
調
査
報
告

が
行
わ
れ
ま
す
。
記
念
公
演

と
し
て
「
戦
国
城
館
の
や
き

も
の
」
も
開
催
。
中
世
の
城

の
魅
力
が
堪
能
で
き
ま
す
。 

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
、
笠
間
市
教
育
委
員
会

(

０
２
９
６―

７
７―

１
１

０
１ 

内
線
３
８
１
）。 


